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   5 月 27 日、本校のステラマリスで、フィリピンの姉妹校から来校した生徒達の送別会が行われた。今回

の来校は総勢 26 人で、セントポールカレッジ・パッシグ校の生徒に加えて、ネグロス島のドゥマゲテ校

の生徒 3 名も加わっている。送別会の後半では、民族衣装を着た生徒達の伝統的な踊りが披露された後、

ホストシスターである本校生を踊りの輪に引き入れ、両国の生徒によるダンスが始まった。共に踊るフィ

リピンと本校生の楽しそうな姿を眺めていると、この交流が始まった当時の情景が思い出されてきた。 

 本校とフィリピンの姉妹校との交流は、1996 年に、宮城県が主催する「宮城・フィリピン交流事業」に参

加した 2 人の生徒と私が、自由行動日を利用してマニラのセントポールカレッジ・ケソン校を訪問し、交

流を申し入れたのが始まりだった。その頃、Sr.吉田や大竹真砂子先生らと、白百合はこれだけ世界に姉妹

校があるのになぜ交流しないのだろう、ということをよく話していた。そんな時、この交流事業に 2 人の

本校生が参加することを知り、当時の三ツ谷校長先生にお願いして同行させてもらい、交流を願う校長親

書を携えて姉妹校を訪れたのが、今に至るフィリピンとの交流の始まりだった。この訪問では、私達のた

めに、20 人程の生徒が歓迎の民族舞踊を披露してくれた。あの時から交流が始まり、ちょうど 20 年にな

る。現在に至る交流の歴史を年表風にしてみると、以下の通りである。 

 

    1996(H8)  2 人の本校生、宮城県の交流事業でフィリピンへ。この時初めて姉妹校を訪問。 

    1998(H10)   (紫山への移転の年) 本校生、姉妹校(ケソン校)へ 1 年留学 

    1999(H11)   姉妹校(ケソン校)の生徒 11 人、初めて本校を訪問 

    2004(H16)  高校コース制の始まりにあたって、韓国研修とフィリピンの姉妹校との交流が LI 

コースの特色として位置づけられ、この年、第 1 回「フィリピン・ボランティア・

スタディーツアー」が行われる。(引率；阿部和、吉本、Sr.斉藤) またこの時から、

裏紙を使った「リサイクルノート」をフィリピンの子どもたちへ送る活動が始まる。 

    2005(H17)  貧しい人々のために医療活動をするシスター・エヴァ来校 

           フィリピンの姉妹校(パッシグ校)来校 

           第 2 回フィリピン・ボランティア・スタディーツアー(引率；大竹、工藤) 

 

その後、1 年ごとに相互訪問を行う交流が定着し、フィリピンの姉妹校の生徒が来校するのは今回

で 8 回目。また、フィリピン・ボランティア・スタディーツアーは、昨年で 7 回を数えた。 

 

これらの交流は、本校の設立母体がシャルトル聖パウロ修道女会であるからこそ出来たことである。こ

の修道女会は、国境を越えて、世界 35 カ国で献身的な奉仕活動を行っている。近年、グローバル化の進

展の陰では格差が広がり、社会から忘れられがちな人々が増加している。心に留めておかなければならな

いのは、そうした人々への共感と、他者のために自分を役立てようとする奉仕の実践の大切さである。ス

タディーツアーでも、姉妹校が運営する小学校で貧しい地区の子ども達と交流し、シスター・エヴァが支

援する少数民族のアエタ族の子ども達と触れ合ってきた。仙台白百合学園は、すべての人々が大切にされ

る世界をめざして行動する世界的なつながりの上にある。これからも、20 年に渡って積み上げられてきた

このフィリピンとの交流を通して、奉仕の心とグローバルな視野、人を支え人をつなげる行動力が生徒達

の中に育まれていくことを願っている。 
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5 月 19 日（木）から 28 日（土）にかけて、フィリピンの姉妹校である St. Paul College Pasig と St. Paul 

University Dumaguete から 23 名の生徒と 3 名の引率者が来校されました。ホストを引き受けてくださ

いました皆様に感謝申し上げます。今回育んだ絆を、これからも大切にしていってもらいたいものです。 
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ἶ ǶǟȈẉǖǵ ƵǲȏȒ  
 

ɓȡɨɒɱǒȐǵ  

私たち LEはフィリピンの方々に日本の魅力をダンスで伝え 

ようと思い、ソーラン節とよさこいを披露しました。私を含め、チア 

ガール部が中心となって昼休みに練習をしました。初めてキャプテン 

のような役を引き受けて、グループをまとめる大変さが分かりました。 

最初の頃は、クラスがまとまらず、どうしていけば良いか悩む毎日で 

した。しかし、ただ前に出て踊ってみせるだけではなく、分からない 

ところを聞くようにしたら、みんなが少しずつ私たちについてきてく 

れたのを感じました。みんなが一つになったところで、本番を迎え、 

結果は大成功でした。ステージからフィリピンの方々が楽しそうに手拍子しているのをみて、とてもうれしく思

いました。Ⅰ年生の時から団結力のあったクラスでしたが、今回のフィリピン歓迎会で絆を深めることができま

した。       

-  高校Ⅲ年 6 組（LEコース） 中山 七海 さん 

 

 



 ３月に行われたモンゴルの学生との 

交流会にひきつづき、日本舞踊を披露しま

した。今回は、初めてレジナで全校生徒や

先生方の前で発表だったのでとても緊張し

ましたが、「感動した」「すばらしかった」

とおほめの言葉を頂き、日本舞踊を続けて

きてよかったと思いました。 

‐高校Ⅲ年２組(LI コース) 千葉ミユさん 

 

歓迎会で演技ができると知った時、新入生 

歓迎会の為に一生懸命作った演技がまた披露 

できるかと、とても嬉しい気持ちになりまし 

た。フィリピンの方々の楽しい思い出の一部 

になればと想い、気持ちを一つに心を込めて演技をしました。終

わった後「良かったよ。」と言って頂けてホッとしました。私たち

らしい、おもてなしが出来たので良かったです。                    

－ 新体操部 中学 3 年 2 組 疋田望結さん 

5/25  

   

5/26  

★高校Ⅲ年(LI コース選択者) 国際理解 

  フィリピンと聞いてまず思い浮かべることは・・・？授業参加者の多くが「バナナ」と答えました。そこ 

で、第一部では、フィリピンの政治や社会的な問題や日本のイメージについても聞いてみました。第二部で 

は、7 つのブースを設け、日本の文化を体験してもらいました。今後、フィリピンの諸問題についてプレゼ 

ンを行います。 

   

・ フィリピンの方々はとてもフレンドリーで、親しみやすく、作ったたこ焼きもおいしそうに食べてくれ 

て良い交流経験ができ楽しかったです。（阿部さや香さん） 

・ 私は母と一緒に折り鶴のミニ講座をしました。その場にいるみんなやフィリピンの人たちに喜んでほし 

かったので、そのような思いでつくりました。（大野七海さん） 

・ 日本の伝統文化にとても興味を示してくれ、実際に体験しているフィリピンの生徒もいました。日本のお

もてなし文化を喜んでくれて嬉しかったです。（須藤春乃さん） 

・ 予想以上に日本の文化を知っていたので、言葉が通じなくても「ちゃんばら」や「手押し相撲」といった

遊びでコミュニケーションをとることができました。（山内莉央さん） 

★高校Ⅲ年（LEコース）コミュニケーション英語Ⅲ 

   高校Ⅲ年 LEでは、英語や H.Rの時間に、みんなで英語版フルーツバスケット 

をしたり、書道体験を行いました。留学を経験してきた LEの生徒達にとって、 

日本で異文化体験をしているフィリピンの生徒の皆さん達とは共感する部分が多く 

あったようです。初めて書道に挑戦したフィリピンの生徒達もいましたが、みんな 

とても上手に筆を運んでいました。 

★高校Ⅱ年（LSコース）コミュニケーション英語Ⅱ 

白百合の生徒とフィリピンからの生徒で、4 人から 6 人になるようにグループに 

分かれて、SGHで開発した金木犀の紅茶を飲みながら、英語での会話を楽しみま 

した。折り紙をしたり、アニメの話をしたり、フィリピンのスイーツや日本の 

和菓子の話題でも盛り上がったようです。 

SGHでフィリピンの経済問題について調べている班は、フィリピンの生徒たちに、 

政治や経済問題についてどのように考えているのかアンケートを行いました。同じ世代の生徒たちが、自分た

ちの国についてどのように考えているのか、とても興味深い結果になったということです。 
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My St. Paul - Sendai Shirayuri Exchange Program Experience 

 

 Japan is one of the countries that I have wanted to visit since I was in Grade School. What I 

read about Japan then really fascinated me so much that I attended Nihongo class when I was in college 

and learned the language in a week’s time. Unfortunately, I have had no chance to use it through the 

years, so I lost the skill. So I was so happy when I learned last April that I was one of the teachers 

assigned to accompany 23 students for the exchange program. 

 The moment I stepped inside ANA Flight NH820, I already felt Japan’s hospitality. Then the 

warm smiles of Ms. Shibata and Ms. Hiraoka welcomed us in Narita Airport. Everything I read, heard, 

and knew about Japan was now in front of my very eyes, and I basked in it. Disneyland brought back the 

laughter of my youth. I feasted my eyes on the scenery from Tokyo to Sendai, Sendai to Matsushima and 

back. Even the travel to and from the home of my hosts, Mr. Yoshihiko and Mrs. Midori Hirai, calmed me. 

The different school activities showcased the talents and social skills of the students. The Nihongo class, 

tea ceremony, and visit to the temples deepened my understanding of Japanese culture. The food 

prepared by my host family were all so delicious and lovingly prepared that remembering them now still 

makes my mouth water. The teachers and students were so open and pure that interacting with them 

was so lovely. The Mass that we attended and the peacefulness of Japan enriched my spirituality.  

The people I met, the activities we participated in, and the places we visited all made an impact 

and left joy in my heart, and I will remember them for the rest of my life. I want to say this to my 

Japanese friends: even if I did not see the sakura in bloom, just your description of it and its significance 

to your people made our goodbyes easy: it taught me how to leave you gently. Truly, I am so secure that I 

have a home and family in the “land of the morning sun.” 

Written by: Ms. Louniza P. Napay 

Edited by: Ms. Salve Regina de la Paz 

 

日本は学生の頃からずっと訪れたいと思っていた国です。大学では日本語の授業も受けていました。成田空港に到着

した時、思い描いていた日本が目の前に広がり、もうそこから日本のおもてなしの心を感じることができました。日本

語の授業、茶道体験、松島の瑞巌寺訪問などを通して、日本文化に対する理解を更に深めました。ホストファミリーの

平井先生ご夫妻にもお世話になり、お宅でご馳走になった食事の美味しさも忘れることができません。 

 仙台白百合学園の先生方、生徒の皆さんはとてもあたたかく私達を迎えてくれました。皆さんと過ごした時間はこれ

からも私の心の中にずっと大切なものとして残ります。日本に私の家族が出来たことをとても嬉しく思っています。 



     

   中学生のご家庭でもホームステイ受け入れをしてくださいました。中学生の皆さんからの感想です！ 

   1 1     

私がホストァミリーを受け入れて実感したことは、英語を勉強することの大切さです。フィリピンの母

国語はタガログ語という言語だそうですが、私の家や学校では英語で会話し、私にフィリピンの文化や気

候、食文化などを教えてくれました。食事の前に、一緒に神様にお祈りをしたことが印象に残っています。

英語を話すことができれば、色々な国の人たちとコミュケーションがとれるということを改めて実感しま

した。 

2 1     

      私は今回、ホストファミリーの受け入れをして気づいたことが 2 つあります。 

1 つ目は、文化の違いです。日本では当たり前のことも、フィリピンではめずらしいことだったりして、

もっとたくさんの文化を知りたいと思いました。 

2 つ目は、自分の英語力の足りなさです。自分では話せていると思っていても、ちょっとした発音の違い

で聞き取れなかったりするので、通じるようにがんばりたいです。 

2 2     

       今回、初めてホストシスターになりとても勉強になった一週間でした。留学生が来日する 10日位前に突

然母から「留学生を受け入れることにしたからよろしくね。」と言われ、何を準備すればいいのかわからな

いまま自然教室に出発し、当日がきました。一週間という短い期間でしたが、朝から一緒にバスに乗り、

食事をして単語をつなげた会話で意味が通じないこともありましたが、本当の家族のような絆が築けた一

週間になったと思います。 

3 1     

      私は今回初めてホストファミリーを受け入れました。それまでは、受け入れることに抵抗があったので 

すが、友達のすすめで受け入れることになりました。英語を話すことのできない私は、不安な気持ちで 

いっぱいでしたが、明るく元気な彼女とはすぐに打ち解け合うことができ、1 日 1 日がとても短く感じ、 

あっという間の 8 日間でした。彼女がフィリピンに帰ってからは家族が 1 人抜けたように感じて、すごく 

寂しかったです。短い時間で学んだことはとても多く、よい経験ができたなと思いました。これを機に私 

自身大きく成長できたと思います。 

3 1     

       私は今回初めてホストファミリーを受け入れました。いつもはホームステイでお世話になる方だったの

で、新しい感じがしました。でかけてみたい所のリクエストがあったのがすごくうれしかったです。また

ホストファミリーを受け入れる機会があれば、引き受けたいと私は思います。メールアドレスも聞いたの

で、また会いたいです。 

 

     

2     

  私は 9 日間ホストファミリー受け入れを通して本当に楽しい思い出をつくることが 

でき、また、学ぶことも沢山ありました。私のホストシスターJaninet ちゃんは、 

1 月にフィリピンに行った時の私のホストシスターでした。9 日間短い間、日本文化 

や日本食を一緒に体験したり、その中でも一番印象に残っているのは、お互いの伝 

統衣装を交換し、着るという体験をしたことです。フィリピンの伝統衣装はスペイ 

ンに統治されていた影響が残っているのだと感じました。この 9 日間学校では学べ 

ない沢山のことを学ぶことができ、自分の世界観が広がりました。 

3     

私は、「フィリピンボランティアスタディーツアーで出会った、あの笑顔が素敵な人たち 

にもう一度会いたい！研修中に受けた心温まるおもてなしへの恩返しをしたい！」とい 

う思いで、ホームステイの受け入れをしました。我が家に来た留学生のレニーちゃんは、非常 

に積極的で「知りたい！」という気持ちを素直にぶつけてくれて、私もそれに応えるべく「伝 

えたい」という気持ちを強くもって交流しました。国籍などの違いがあったとしても、このよ 

うな気持ちをもつことで違いを越えた繋がりをつくれることを強く感じました。そして、全面 

的に協力してくれた家族や先生方、友人に心から感謝します。Salamat po! 

 

 



3     

今年１月、私はフィリピンボランティアスタディーツアーに参加し、異国での貴重な経験を 

させていただきました。その恩返しの意味もあり、フィリピンでお世話になったホストシスター 

を迎え入れることに決めました。家族は外国語が堪能なわけでもなく、生活習慣や食文化の違い 

などの不安もありましたが、少しでも日本の良いところを知ってもらい、お互いに楽しい思い出 

を作ろうと努力し、とても良い経験になりました。その反面、この経験を通して私は，自分の語 

学力の無さを痛感し、語学留学をしたいという新たな想い、目標を見つけることができました。 

今回、お互いの国でそれぞれの時間を共に過ごし、交流を持てたことは、私にとって大きな財産 

となりました。 

 

 

    今回で 2 回目の受け入れで、前回は娘の留学前。英語を身近に感じて欲しいと思い、不安も沢山ありました

が受け入れました。そのような中でも、良い思い出が沢山でき、別れが辛かったことは今でも忘れられません。 

   今回は娘の留学後。英語を身近にとの想いは変わらず、受け入れをしました。我が家に来てくれた KARA。

とても明るくすぐに家族の一員になりました。良く気が利く子で、手伝いも積極的にしてくれて、笑いの絶え

ない毎日を過ごしました。 

   今回一つだけ前回と違う想いが私にありました。それは海外へ子どもを出している親の気持ちがわかること

です。どれだけ心配のことでしょう。私たちができることは？と考え、行動したことは KARA のご両親とすぐ

にコンタクトをとり、元気で過ごしていることを伝えることでした。そうすることにより、KARA 本人も安心

し、ご両親にも安心していただけたかなと思いました。そのおかげで、今では家族ぐるみのお付き合いが続い

ています。素敵な出会いに感謝です。               （Ⅲ年 6 組 安孫子 笙那さんのお母様） 

 

 

 

 

         
7 月より、リー・はんなさんをお迎えしました。高校Ⅰ年 1 組に在籍します。はんなさんにとって、

充実した留学生活となるように、白百合生の皆さん、よろしくお願いします！ 
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ǲ ̝ǲ ǔƲȷɛɶɂǱǰǵȠȭɄȡɑɄȡɶǲ֓қǞǭǋȅǠƳ ̝ǵ˲ǦǨǶȆȚǱϮǞ

ǋ˲ǷǒȑǮƲ Ǘǲ Youth Ȯɩɶɕǲ֓қǞǭǋȒ˲ǦǨǯ֘ ǲǱȒǚǯǓǮǔȅǞǦƳ ʣ ǲ

ǶȆȚǱǮȫɡɱɕǲї ǘȅǠƳ 

ǫ ǶƲἶ ǵיẢ ǲ֓қǠȒǚǯǮǠƳ Ƕʴἶ ǵ ǲיẢ ǲ֓қǞǭǑȑƲɎȷɶɱǯ

ǋǍ ᶅșיǋǭǋȅǞǦǓƲȩɈȾǮǶ ȓǧǪǦɄɈɶȳȭȻɓȧɱșיǋǭǋȅǠƳ ʤ ǲǶɔ

ɨɄȡɁȵɣȱɫɱɑȠ″ǵ ǲǉȒȤȡȷɧɶǯǋǍɨȼɶɆ᷂Ǯ σǜȓǦCon Brio Festival ǯǋ

ǍȱɱɄȷɆșדȇ ǲ֓қǞȅǞǦƳ ǵἶ ǵיẢ Ƕ˲ ǓᾜǱǋǵǮƲ ǵֿǟǖ˲ Ǔ

ᾜǱǋἶ ǵיẢ ǯֻֿǮ֓қǞȅǞǦƳ Ǫǭǵ Ƕ ᶥǞǒ ǍǚǯǓǮǔȅǢȚǮǞǦǓƲ

˗ ș ♬ǠȒǚǯǓǮǔȅǞǦ ǚǵ ǵǦȈǵ ș ȈȒǦȈǲƲיẢ ǵɟɱɎɶǯ

ᶥ֛șʝ ǲ ǪǦǚǯȉ ǋדǋїǲǱȑȅǞǦƳ˹Ƕ КǮ σǠȒȱɱȳɶɆǵǦȈǲ ǲҤȚ

ǮǋȅǠƳȅǦƲ ǲ֓қǠȒ ǵ ș КǵȢɗɱɆǮǉȒɫɅȨǮǵȿȯɁɆ ṸȋƲ ˗̝ǵ

̟ǋǱǰșǞǭ ȈȒ ҲȉǞǭǋȅǠƳיẢ ǮǮǔǦ֘ ǯǶ ̎Ǔ ǋǮǠƳ   

ǫ ǶƲἶ ǵȳɁȩɶȿɶɞǲ֓қǠȒǚǯǮǠƳ Ƕ˹ȅǮȳɁȩɶșἶ ̊ẆǮ ǪǦǚǯǓǱ

ǒǪǦǵǮʥὄȉǉȑȅǞǦǓƲ ǲₒᶮǞǭǒȐȳɁȩɶșǠȒ ̝ȉǱǋǧȔǍǯדǋƲ ǠȒǚ

ǯǲǞȅǞǦƳ̀ǵɟɱɎɶǵ˲ǦǨǶЋᴣȳɁȩɶ ǧǪǦǵǮѧ Ƕ ȑș ǏȅǞǦǓƲȱɶȿ

ǧǘǮǱǖƲɟɱɎɶǵ˲ǦǨȉʞᾁǲ ǏǭǖȓȒǵǮƲǧȚǧȚǯʣ ǞǭǋȅǠƳǤǵ̀ǲȉ КǮ

ȖȓȒȢɗɱɆǵɚɧɱɄȡȠǱǰƲ ѝǲї ǤǍǱǚǯșǞǭǋȅǠƳ 

ἶ ǵ ǶƲ ѧǵ Ƕ ǵ֘ ǓּהǞǖǱȑȅǞǦǓƲǤȓ̊ Ƕ ǞǖƲ˹ǮǶ

ǵἶ ǯֿǟǖȐǋȩɈȾǵἶ ǓẎẺǔǮǠƳ ǲǶ ǋ Ǔ ῇǉȑƲ ș ǽǯǔǲǯǭȉ

ǋȅǞǦƳֿǟ ǵ ǮȉƲ ǵἶ ǵ ◐ ǯǶЋǖ ǱȑƲǯǭȉ ǲ ǟȐȓȅǞǦƳ

ǧǘǮǱǖἶ ǵ ♪ǵ ᶪ ȉ ǯǶ ǪǦȉǵǓǉȑȅǠƳəȷɆɓȟɝɨɶǯǶ ►ǵὤ ǵȏ

Ǎǲ ǞǭǋȅǠƳ Ƕ ǮǶʝ˲ǪἧǧǪǦǵǮƲᾛǜǋἧǯǵ Ǟ ȋ ȐǡǱ ǵ ǔ֝ȑ

Ǔ ǞǖƲ ѧǵ ǒ Ƕ ǋȋ Ǩș ǟȒǚǯǓǞǷǞǷǉȑȅǞǦǓƲ˹ǮǶ ˲ǵỌǯ ˲

ǵ╥ǵǑốǨȊȚǮǠ ƳəȷɆɘȠɪɱɂǶ Ǔ Ǩ ȚǮǋȒǯǔȋ ȚǮǋȒǯǔǲϮǞǖ ǲ

ǵȑƲ ȈǭǖȓȅǠƳǑǒǙǜȅǮƲ ǧǲ ǶəɶɞȵɁȭǲǱǪǭǋȅǢȚƳəȷɆɓȟɝɨɶǲǶ

ǞǭȉǞǔȓǱǋ̬ ǞǭǋȅǠƳ 

ʴ ǲȩɈȾǲ ǭǒȐ ȅǗȒǞǖ Ǔ ǕƲǉǪǯǋǍ ǲ ǵ ȖȑǓ ̂ǋǭǋȒǚǯ

ǲǯǭȉ ǋǭǋȅǠƳ˹♥ȉβ∆ὄЋ ʝǮƲʝ ʝ șὔ ǧǯדǋ ἶ ș ǪǭǋǔȅǠƳ 
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 今後の国際教育部主催の主な行事  

 

7 月中（締切：7 月 29 日）      

 企画「ポーランドのお友達にお手紙を書きましょう！」 

8 月 1 日（月）～5 日（金） 

 夏季英語集中講座（中学生対象） 

「サマーサンフラワーイングリッシュキャンプ」 

9 月 9 日（金） 

 ニュージーランド研修説明会（中学 2 年生） 

9 月 26 日（月） 

 ポーランド友好訪問説明会（高校ⅠⅡ年 LI コース対象） 

10 月 14 日（金） 

  留学説明会（中 3・高ⅠLI・LS コース対象） 

12 月 10 日（土） 

  LE 帰国報告会  ～帰国直後の LE の生徒からの報告～ 

 

 

 

 

 

  

 震災後、ポーランドにあるクラクフ日

本語学校から白百合生へお見舞いのお手

紙が届きました。それ以降、交流が始ま

りましたが、クラクフのお友達は皆さん

からのお手紙を楽しみに待っています。

そこで、お手紙を送りたい生徒は、職員

室平岡（国際教育部）机上のポストへ投

函してください。お手紙には学年、クラ

ス、氏名を忘れずに書いてください。 

 世界への扉が開かれる一歩になること

でしょう！ 


